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決算説明資料

株式会社ALBERT(アルベルト) 【東証マザーズ3906】



会社概要

社名 株式会社ALBERT（アルベルト）

証券コード 3906

設立 2005年7月1日

所在地 東京都新宿区西新宿1-26-1 新宿野村ビル15階

代表者 代表取締役社長 上村 崇

事業内容 ビッグデータを活用したマーケティングソリューション事業

従業員数 83名（2015年6月30日現在）アルバイトを含む

加盟団体 一般社団法人 データサイエンティスト協会 賛助会員
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沿革

年 月 事 項

2005年７月

2006年８月

2007年11月

2009年３月

2011年９月

2011年10月

2011年11月

2012年４月

2012年12月

2013年２月

2013年５月

2013年６月

2013年７月

2013年10月

2015年２月

2015年２月

東京都渋谷区に株式会社ALBERT設立（資本金60,000千円）

決算期を6月から12月に変更

「おまかせ！ログレコメンダー」商品化

レコメンドメールサービス開始

バーチャレクス・コンサルティング株式会社と業務提携契約を締結

デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社と資本業務提携契約を締結

次世代広告配信プラットフォーム「i-Effect」提供開始

CRMソリューション「smarticA!」リリース

「smarticA!キャンペーンマネジメント」リリース

「smarticA!データマイニングエンジン」リリース

「プライベート・データマネジメントプラットフォーム（プライベートDMP）」リリース

レコメンド特化型DSP「ADreco」リリース

アトリビューション分析サービス開始

「企業向けデータサイエンティスト養成講座」スタート

「おまかせ！ログレコメンダー」を「Logreco」に名称変更

東京証券取引所マザーズ市場に上場

東京都新宿区に本店移転
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経営理念と事業コンセプト
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事業内容

ALBERTは「分析力」を武器に
ビッグデータ・アナリティクス市場にて

２つのソリューションサービスを提供しています。

×

マーケティングプラットフォーム
（smarticA!DMP)

アナリティクス・コンサルティング

5



事業系統図

当社は、「マーケティングソリューション事業」の

単一事業セグメントです。
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アジェンダ

Ⅰ 2015年12月期 第2四半期累計期間総括

Ⅱ 2015年12月期 第2四半期累計期間業績

Ⅲ 2015年12月期 会社計画進捗状況

Ⅳ ご参考資料
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Ⅰ-1．2015年12月期 第2四半期累計期間 業績ハイライト

〈2015年12月期 第2四半期累計期間実績〉 〈2015年12月期 通期見通し〉

2015年12月期 第2四半期累計期間における事業進展

◆地理情報システム（GIS）大手のマップソリューション、ACR（自動コンテンツ認識）技術を有するエヴィク

サーとの資本業務提携により、オムニチャネルマーケティング支援サービスの取組みを強化。

◆エム・データとの事業提携により、エム・データが生成、保有するテレビ放送データ（以下TVメタデータ）と関

連するビッグデータを統合的に分析し、データマネジメントプラットフォーム（以下：DMP）を通じて企業の

OtoOtoO施策を支援する新たなサービスを開始。（OtoOtoOとは、オフライン（またはオンエアー）・ツー・オ

ンライン・ツー・オフラインの略称）

◆IoT（Internet of Thingsの略称）やMtoM（Machine to Machineの略称）におけるビッグデータ活用支援

サービスの取り組みを強化。

◆ディープラーニング（人間の脳の構造をソフトウェア的に模倣し、人間が関与せずに学習を進める、無教師学習

の一つの手法）を活用した画像認識支援サービスの取組みを強化。

営業収益（売上高） 513,058千円 （前年同期比113.8％） 1,054,000千円 （前年同期比114.8％）

売上総利益 224,560千円 （前年同期比81.7％）

営業利益 12,420千円 （前年同期比9.1％） 194,000千円 （前年同期比116.4％）

経常利益 6,539千円 （前年同期比4.9％） 180,000千円 （前年同期比112.2％）
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Ⅰ-2．2015年12月期 第2四半期累計期間 業績について

2015年12月期第2四半期累計期間 業績振り返り

◆ 売上高は計画を上回るペースで推移したが、利益については計画に対し未達。

◆ 案件規模が業界全体的に大型化してきたことにより、受注までのリードタイ

ムが長期化し、当初想定していた DMP（Data Management Platform）

システムを上期中に計上及び受注できなかったことが要因。

◆ DMPシステム案件が長期化したことで想定以上のリソースが必要になった一

方、先行して着手していた新製品の開発にかかるリソースについても計画以

上に必要となった結果、上期におけるDMP システム開発の一部をパート

ナー企業へ外注せざるを得ない状況が生じ、売上原価が当初計画を上回った

ことが要因。
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Ⅰ-3．2015年12月期 通期予想業績達成に向けた施策

2015年12月期下半期に向けた施策

① 受注までのリードタイムの長期化により上半期中に計上できな

かったDMPシステム案件を、受注・下半期収益計上を目指す。

② 人材の採用が順調に進んでいるため、今後受注する案件に対し

自社人員をメインにアサイン。→利益率の改善を図る。

◆上記①・②施策により、上半期未達利益を下半期で挽回を目指す。
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Ⅱ－１．営業収益（売上高）の推移
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2014年度 2015年度

単位：千円



Ⅱ－２．販売管理費の推移
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2014年度 2015年度

単位：千円

1Q15と比べ12.1%減 販管費は高止まり傾向



Ⅱ－3．2015年12月期 第2四半期累計期間 実績サマリー

2014/Q2
（2014/1/1~6/30）

2015/Q2
(2015/1/1~6/30)

増減額

営業収益
（売上高）

451,024 513,058 62,043

売上原価 176,204 288,498 112,294

売上総利益 274,820 224,560 ▲50,260

販売管理費 138,380 212,140 73,760

営業利益 136,439 12,420 ▲124,019

経常利益 133,139 6,539 ▲126,600

2015通期計画

金額 対前年比

1,054,000 114.8%

－ －

－ －

－ －

194,000 116.4%

180,000 112.2％
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単位：千円※数値は累計期間数値



Ⅱ－4．バランスシート（サマリー）の状況

2015/Q1
（2015/3/31）

2015/Q2
（2015/6/30）

増減額

流動資産 942,340 905,522 ▲36,818

（うち現預金） 744,763 718,731 ▲26,032

（売上債権） 118,588 110,607 ▲7,981

固定資産 229,780 235,933 6,153

資 産 合 計 1,172,121 1,141,455 ▲30,666

流動負債 127,697 117,287 ▲10,410

固定負債 0 0 －

負債合計 127,697 117,287 ▲10,410

純資産合計 1,044,424 1,024,168 ▲20,256

負債・純資産合計 1,172,121 1,141,455 ▲30,666
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単位：千円



Ⅲ－１．営業収益（売上高）の進捗状況
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単位：千円



Ⅲ－２．経常利益の進捗状況
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単位：千円



Ⅳ－1．ビッグデータ市場は規模拡大中

2014年の市場規模は1,444億円、2020年には3,422億円になる予測

実 績 予 測
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ビッグデータアナリティクス市場規模
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■ソフトウェア

■サービス

参考文献：矢野経済研究所「2013-2014 ビッグデータ市場の実態と展望」
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Ⅳ－2．ビッグデータ活用により実現したいこと
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Ⅳ－3．ビッグデータ関連ビジネスの全体像
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Ⅳ－4．ALBERTの強み
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Ⅳ－5．データマネジメントプラットフォーム（DMP）
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Ⅳ－6．オムニチャネル対応の最先端DMP「smarticA!DMP」

smarticA!DMPは、企業内に蓄積される大量データを統合して蓄積し、自動的にデータマイニングをした上で、

オムニチャネルのコミュニケーションをキャンペーンマネジメントで最適化することができる最先端DMPです。

オ
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Ⅳ－7.smarticA!DMPで配信されるシナリオの例
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Ⅳ－8.smarticA!DMPのシステム的特徴
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Ⅳ－9.CRM領域と広告領域の両方をカバー
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Ⅳ－10.レコメンド型広告配信サービス「Adreco」
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Ⅳ－11.導入実績
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Ⅳ－12.ドコモ・インサイトマーケティング、インテージと3社提携
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Ⅳ－13.DMP導入後のPDCAを支えるアナリティクス・コンサルティングサービス
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Ⅳ－14.高度な分析力を武器にしたアナリティクス・コンサルティング

サービス



Ⅳ－15．2015年Q2トピック

2015/5/13

株式会社エム・データが生成、保有するテレビ放送データ（以
下TVメタデータ）と関連するビッグデータを統合的に分析し、
データマネジメントプラットフォーム（以下：DMP）を通じ
て企業のOtoOtoO施策を支援する新たなサービスを開始するこ
とを目的に業務提携。

2015/5/19

株式会社スケールアウトと当社双方が保有する分析、広告、
CRMの各領域における技術を連係し、企業のデータマネジメン
ト及びデータドリブンマーケティングをトータルに支援する事
業において業務提携。
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Ⅳ－16．2015年Q2トピックー業務提携イメージ図①

エム・データとの業務提携イメージ図
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Ⅳ－17．2015年Q2トピックー業務提携イメージ図②-1

スケールアウトとの業務提携イメージ図①
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Ⅳ－17．2015年Q2トピックー業務提携イメージ図②-2

スケールアウトとの業務提携イメージ図②
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Ⅳ－18.※ 事業等のリスク

●本発表において提供される資料及び情報は、いわゆる「見通し情報（forward-looking-
statements）」を含みます。将来の見通しに関する記述は、現在入手可能な情報に基づく当社また
は当社の経営陣の仮定及び判断に基づくものであり、既知または未知のリスク及び不確実性が内在し
ています。また、今後の当社事業を取り巻く経営環境の変化、市場の動向、その他様々な要因により、
これらの記述または仮定は、将来実現しない可能性があります。

●これらリスクや不確実性には、一般的な業界並びに市場の状況、金利、通貨為替変動等、一般的な
国内及び国際的な経済状況が含まれます。

●今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し

情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。

※お問合せ先

株式会社ALBERT 経営管理部

〒163-0515 東京都新宿区西新宿1-26-2 新宿野村ビル15F

TEL：03-5909-7510（代表） URL：http://www.albert2005.co.jp/



3517


